
20,840,000 ▲ 570,000 ▲ 2.7
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当初予算総額 比　　　較

令和４年度 令和３年度 増 減 額 増 減 率

「新本庁舎建設事業」、「道の駅いかりがせき大規模改修事業」、

「健康センター大規模改修事業」などの大型建設事業費を計上したこ

とにより、令和４年度も２００億円を超える予算規模となりました。

　第２次平川市長期総合プランの将来像「あふれる笑顔　くらし輝く

平川市」の実現のため、３つの基本目標を重点事項の基本とし、加え

て第２期平川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の目的である人口減

少対策に力点を置き、予算を重点配分しました。

千円 千円 千円 ％

20,270,000

令和４年度予算編成にあたっては、新型コロナウイルス感染症の収

束がいまだ見通せない中、引き続き感染防止対策を講じながら、経済

活動の回復を目指します。

一般会計当初予算（案）の概要

予算編成の考え方

一般会計の予算規模

－１－



（１）歳入 (単位:千円、％)

4,640,378 22.9 4,875,954 23.4 △ 235,576 △ 4.8

市 税 2,332,511 11.5 2,249,664 10.8 82,847 3.7

分 担 金 及 び 負 担 金 9,891 0.0 16,631 0.1 △ 6,740 △ 40.5

使 用 料 及 び 手 数 料 98,854 0.5 107,004 0.5 △ 8,150 △ 7.6

財 産 収 入 36,930 0.2 72,112 0.3 △ 35,182 △ 48.8

寄 附 金 200,002 1.0 200,001 1.0 1 0.0

繰 入 金 1,201,891 5.9 1,231,796 5.9 △ 29,905 △ 2.4

繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

諸 収 入 760,298 3.8 998,745 4.8 △ 238,447 △ 23.9

15,629,622 77.1 15,964,046 76.6 △ 334,424 △ 2.1

地 方 譲 与 税 217,279 1.1 219,462 1.1 △ 2,183 △ 1.0

利 子 割 交 付 金 2,000 0.0 2,000 0.0 0 0.0

配 当 割 交 付 金 3,000 0.0 2,000 0.0 1,000 50.0

株式等譲渡所得割交付金 2,000 0.0 1,000 0.0 1,000 100.0

法 人 事 業 税 交 付 金 18,000 0.1 7,000 0.0 11,000 157.1

地 方 消 費 税 交 付 金 600,000 2.9 550,000 2.7 50,000 9.1

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 11,000 0.1 11,000 0.1 0 0.0

環 境 性 能 割 交 付 金 15,000 0.1 15,000 0.1 0 0.0

地 方 特 例 交 付 金 10,000 0.0 31,000 0.1 △ 21,000 △ 67.7

地 方 交 付 税 7,340,000 36.3 6,550,000 31.4 790,000 12.1

交通安全対策特別交付金 4,000 0.0 4,000 0.0 0 0.0

国 庫 支 出 金 2,609,951 12.9 2,852,518 13.7 △ 242,567 △ 8.5

県 支 出 金 1,407,192 6.9 1,355,866 6.5 51,326 3.8

市 債 3,390,200 16.7 4,363,200 20.9 △ 973,000 △ 22.3

20,270,000 100.0 20,840,000 100.0 △ 570,000 △ 2.7
 

市税のうち、個人市民税・法人市民税は昨今からの新型コロナウイルスの影響を反映した結果、全体として

は前年度比3.7％増の23億3,251万円を計上しています。

　地方交付税は、国の地方財政計画に基づき、前年度比12.1％増の73億4,000万円を見込んでいます。

市債は、健康センター大規模改修事業やひらかわドリームアリーナ駐車場整備事業について新規計上したほ

か、新本庁舎建設事業や碇ヶ関小学校改築事業、臨時財政対策債においては減額しており、全体額としては前

年度比22.3％減の33億9,020万円の計上となりました。

繰入金は、公共施設の整備に要する財源に充てるための公共施設等整備基金繰入金を7億円計上したほか、財

源調整のための財政調整基金繰入金を5億96万円計上しています。

増減率

 自　主　財　源

 依　存　財　源

歳　　入　　合　　計

令和４年度当初予算の分析

区      　　分
令和４年度当初予算額 令和３年度当初予算額 比　　較

予算額（A) 構成比 予算額（B) 構成比 増減 (A)-(B) 

自主財源

22.9%

依存財源

77.1%

市税

11.5%

繰入金

5.9%

その他

5.5%

地方交付税

36.3%

国 県

支出金

19.8%

市債

16.7%

その他

4.3%

【令和４年度】

歳 入

20,270,000

千円

自主財源

23.4%

依存財源

76.6%

市税

10.8%

繰入金

5.9%

その他

6.7%

地方交付税

31.4%

国 県

支出金

20.2%

市債

20.9%

その他

4.1%

【令和３年度】

歳 入

20,840,000

千円
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（２）歳出　（性質別） (単位:千円、％)

 義 務 的 経 費 8,210,637 40.5 8,008,017 38.4 202,620 2.5

2,311,670 11.4 2,269,444 10.9 42,226 1.9

3,911,723 19.3 3,895,028 18.7 16,695 0.4

1,987,244 9.8 1,843,545 8.8 143,699 7.8

 投 資 的 経 費 4,942,006 24.4 5,887,152 28.3 △ 945,146 △ 16.1

4,902,308 24.2 5,846,264 28.1 △ 943,956 △ 16.1

補 助 事 業 523,691 2.6 860,760 4.1 △ 337,069 △ 39.2

単 独 事 業 4,116,143 20.3 4,737,618 22.8 △ 621,475 △ 13.1

県営事業 ・受託事業 262,474 1.3 247,886 1.2 14,588 5.9

39,698 0.2 40,888 0.2 △ 1,190 △ 2.9

 そ の 他 経 費 7,117,357 35.1 6,944,831 33.3 172,526 2.5

1,939,335 9.6 2,020,967 9.7 △ 81,632 △ 4.0

2,172,293 10.7 1,942,908 9.3 229,385 11.8

1,945,275 9.6 1,787,298 8.6 157,977 8.8

1,060,454 5.2 1,193,658 5.7 △ 133,204 △ 11.2

20,270,000 100.0 20,840,000 100.0 △ 570,000 △ 2.7

歳出構成比のうち、義務的経費（人件費・扶助費・公債費）が40.5％を占めています。そのうち人件費につ

いては、新型コロナウイルスワクチン接種にかかる人件費や、消防団員処遇改善実施による団員報酬の増など

により1.9％増の23億1,167万円を計上しています。

投資的経費のうち普通建設事業費については、前年度比16.1％減の49億230万円となっております。これは

健康センター大規模改修事業やひらかわドリームアリーナ駐車場整備事業について新規計上した一方、新本庁

舎建設事業、碇ヶ関小学校の改築事業に関しては減額となったことなどが要因として挙げられます。

その他の経費は35.1％を占め、下水道事業会計補助金2億5,360万円や特別会計等への繰出金19億4,527万円

などを計上しています。

物 件 費

補 助 費 等

繰 出 金

そ の 他

歳　出　合　計

 災 害 復 旧 事 業 費

区      　　分
令和４年度当初予算額 令和３年度当初予算額 比　　較

予算額（A) 構成比 予算額（B) 構成比 増減 (A)-(B) 増減率

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

 普 通 建 設 事 業 費

義務的経費

38.4%

投資的経費

28.3%

その他

33.3%

人件費

10.9%

扶助費

18.7%

公債費

8.8%

普通建設

事業費

28.1%

災害復旧費

0.2%

物件費

9.7%

補助費等

9.3%

繰出金

8.6%

その他

5.7%

【令和３年度】

義務的経費

40.5%

投資的経費

24.4%

その他

35.1%

人件費

11.4%

扶助費

19.3%

公債費9.8%

普通建設

事業費24.2%災害復旧費

0.2%

物件費

9.6%

補助費等

10.7%

繰出金

9.6%

その他

5.2%

【令和４年度】

歳 出

20,270,000

千円

歳 出

20,840,000

千円
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（３）歳出　（目的別） (単位:千円、％)

1款 議 会 費 162,856 0.8 163,490 0.8 △ 634 △ 0.4

2款 総 務 費 4,409,694 21.8 5,050,291 24.2 △ 640,597 △ 12.7

3款 民 生 費 6,031,019 29.8 6,022,719 28.9 8,300 0.1

4款 衛 生 費 1,247,186 6.2 1,258,995 6.0 △ 11,809 △ 0.9

5款 労 働 費 25 0.0 8,507 0.0 △ 8,482 △ 99.7

6款 農 林 水 産 業 費 902,626 4.5 871,459 4.2 31,167 3.6

7款 商 工 費 1,180,508 5.8 921,116 4.4 259,392 28.2

8款 土 木 費 1,410,299 7.0 1,215,587 5.8 194,712 16.0

9款 消 防 費 883,806 4.4 788,898 3.8 94,908 12.0

10款 教 育 費 1,955,039 9.5 2,594,505 12.5 △ 639,466 △ 24.6

11款 災 害 復 旧 費 39,698 0.2 40,888 0.2 △ 1,190 △ 2.9

12款 公 債 費 1,987,244 9.7 1,843,545 8.9 143,699 7.8

13款 予 備 費 60,000 0.3 60,000 0.3 0 0.0

20,270,000 100.0 20,840,000 100.0 △ 570,000 △ 2.7

増減率

歳　出　合　計

総務費は、令和3年度に事業費がピークとなっていた新本庁舎建設事業の減などにより6億4,059万円減の44億

969万円としております。

民生費は昨年度と同水準の60億3,101万円を計上し、歳出全体の29.8%を占めています。内訳は施設型給付費、

児童手当、生活保護費、障害福祉費などの扶助費が37億9,326万円、国民健康保険特別会計や介護保険特別会計

などへの繰出金が15億4,994万円となっています。

商工費では道の駅いかりがせき大規模改修および道路情報館建設による普通建設事業費の増などがあり、11億

8,050万円の計上となっております。

教育費は前年度比24.6%減となる19億5,503万円を計上しており、碇ヶ関中学校外構整備事業や学校給食セン

ター特別会計への繰出金を見込んでおります。

区      　　分
令和４年度当初予算額 令和３年度当初予算額 比　　較

予算額（A) 構成比 予算額（B) 構成比 増減 (A)-(B) 

議会費

0.8%

総務費

21.8%

民生費

29.8%

衛生費

6.2%

労働費

0.0%

農林水産業費

4.5%

商工費

5.8%

土木費

7.0%

消防費

4.4%

教育費

9.5%

災害復旧費

0.2%

公債費

9.7%

予備費

0.3%

【令和４年度】
議会費

0.8%

総務費

24.2%

民生費

28.9%
衛生費

6.0%

労働費

0.0%

農林水産業費

4.2%

商工費

4.4%

土木費

5.8%

消防費

3.8%

教育費

12.5%

災害復旧費

0.2%

公債費

8.9%

予備費

0.3%

【令和３年度】

歳 出

20,270,000

千円

歳 出

20,840,000

千円

- 4 -



（1）地域運営組織支援事業　【拡充】　3,000千円

（2）すこやか住宅支援事業　【拡充】　25,000千円

　　② 空き家・空き地バンクの登録物件購入者 リフォーム補助として300千円加算【拡充】

　（3）文化センター自主事業　【継続】

　　① 地域創造おんかつ支援事業　2,290千円

　　　ンサート、ワークショップなどを通じたアーティストとの交流事業を実施する。

　　② 宝くじ文化公演　245千円

　　　ラで聴く、ジブリ音楽」の演目で歌手、N響オーケストラによる公演を行う。

　　③ 芸術鑑賞教室　2,924千円

　　　　市内小中学校を対象に、優れた芸術鑑賞の場を提供する。

　　　　　小学校　低学年：ミュージカル、高学年：演劇・影絵

　　　　　中学校　ピアノコンサート

（4）ユース議会運営事業　【継続】　2,040千円

（5）ユース議会政策提案実証事業　【新規】　2,912千円

　　地域の課題を地域住民自らが解決を目指す地域運営組織の活動を支援する。

プロのアーティストによるクラシック音楽コンサートの開催や、市内小中学校でのミニコ

宝くじの助成を受けて市民に優れた舞台芸術を提供する。令和4年度は「オーケスト

市内への移住世帯、子育て世帯、新婚世帯を対象に、住宅の新築又は購入の費用を

　一部助成する。

　　① 対象：市内在住・在勤・在学の16歳から29歳の若者

　　　ら、改めて実施する。

　　① 1/10助成、200千円～1,000千円

地域の将来を支える人材育成と若者の地域への愛着心の醸成を図るため、「平川市

　ユース議会」を設置する。若者目線で政策課題を研究し、事業を提案する。

フェスティバルを開催予定としていたが、新型コロナウイルスの影響で延期としたことか

　業を具体化し、実施する。

　　① 新本庁舎カフェスペース活用事業　1,320千円

　　③ 津軽の桃・魅力発信事業　　　　　　　 248千円

　　④ アートフェスティバル開催事業　　633千円

　　　　令和３年度に中央公園を会場に、地域のアーティスト等と連携し、市民参加型のアート

　　② 動画コンテスト開催事業　　　　　　 　　711千円

また、地域住民の現状や地域の実情を把握するため、地域の中核的な人材を集落支援

　員として新たに委嘱し、連携した集落対策を講じる。

令和３年度に４つのワーキンググループから提案のあった事業について、実現可能な事

重点施策の主な事業概要

第2次平川市長期総合プラン

基本目標１. 魅力あるひとづくり
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（1）スマート農業導入支援事業　【拡充】　6,230千円　

　に加えて、法人経営農家及び認定農業者を新たに対象とする。

（2）農業収入保険制度加入促進事業　【拡充】　18,555千円　

　る負担軽減を図ることで、制度への加入を促進する。

（3）教育旅行プロモーション事業【新規】　800千円

　ント等に対し、農家民泊を取り入れた教育旅行をプロモーションする。

（4）ふるさと農業応援事業　【拡充】　6,000千円　

（5）空き店舗対策事業　【継続】　4,300千円　

（6）平川ねぷたまつり　【継続】　15,184千円

　する。

⑥平川ねぷたコース整備事業　【継続】　84,563千円

⑥平川ねぷたコース整備事業　【継続】　84,564千円

（7）保育士等処遇改善事業　【新規】　23,605千円

コロナ禍後のグリーンツーリズム事業の回復・継続のため、県外の学校や旅行エージェ

市内の中心商店街等の空き店舗を賃借し、または改装して出店する事業者を対象に、

　　② 防風網張替(1/3助成)

　　③ 簡易トイレ(1/3助成、上限100千円)

　　④ 選果場整備（1/3助成、上限100千円）

　し、収入を3％(月額平均9千円)引き上げるための補助を行う。

スマート農業技術を取り入れ省力化等を図る農業者等に対し、導入費用の一部を助成

　　① 運行予定コース：イオンタウン平賀付近～平賀駅まで（約900ｍ）

地域文化の継承を支援するため、参加団体への運行奨励金200千円の拡充支給を継続

また、観客の混雑緩和と安全確保のため、運行コースの延長や歩行者通路の確保を

　行うほか、まつりの機運醸成のため平賀駅前の街路灯へポールフラッグを設置する。

　家賃及び店舗改装費の一部を助成する。
　　① 家賃補助　2/3助成、上限50千円×12か月
　　② 店舗改装費　1/2助成、商業集積地域は上限1,000千円、それ以外は500千円

　　⑤ かん水施設整備（1/3助成、上限100千円）　【新規】

する。また、農業用ドローン、農業用ドローン技能認定取得の補助対象者を水稲生産組合

　　① 農業用ドローン（1/2助成・上限1,000千円、但し認定農業者3/10助成・上限600千円）

　　② 農業用ドローン技能認定取得補助（1/2助成・上限100千円）

　　③ ロボット草刈機・アシストスーツ（認定農業者のみ3/10助成、上限300千円）

農業収入保険制度への加入促進を図るため、加入者が支払う保険料の一部を助成す

る。R3年産米価下落を受け、4～6年度では、これまでの助成率30％を50％に拡充し、更な

ふるさと納税返礼品の対象となる果樹（りんご・もも等）の生産者を応援するため、生産環

　境の整備に要する費用の一部を助成する。

　　① 苗木購入(1/3助成、上限700円、60本まで)

保育士や幼稚園教諭等を対象に、賃上げ効果が継続される取組みを行うことを前提と

　　① 国10/10

基本目標２. 活力あるしごとづくり
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（1）学校給食費無償化事業　【継続】　111,253千円

（2）保育料等軽減事業　【継続】　107,801千円

②子ども医療費給付事業　【継続】　101,914千円

②子ども医療費給付事業　【継続】　101,914千円

（3）子宮頸がんワクチン接種キャッチアップ事業【継続】　3,519千円

　の一部を助成する。

（4）不妊治療費助成事業　【拡充】　2,385千円

（5）高血圧ゼロのまちを目指すモデルタウン事業　【新規】　1,105千円

（6）弘南鉄道維持活性化支援事業　【継続】　11,922千円

　　（7）生活交通バスICカード導入推進事業　【新規】　3,861千円

　している交通系ICカード導入事業に係る費用を沿線１４市町村で補助する。

（8）民間宅地開発支援事業　【継続】　15,000千円

　　（9）消防団員処遇改善事業　【拡充】　39,945千円

　を図るとともに、団員出動時の出動報酬制度を創設する。

子宮頸がんワクチンの存在や接種の必要性を知らないまま、公費接種の機会を逃して

しまった方を対象とし、期間内に子宮頸がんワクチンを接種した場合、全３回の接種費用

乗客の利便性向上と新型コロナウイルス感染リスク回避のため、弘南バスが導入を目指

災害が多発化・激甚化する中、消防団の役割も多様化しており、一人ひとりの消防団員
の負担も大きくなっていることから、消防団員の労苦に報いるため、消防団員の処遇改善

子育て世代の市民生活を支援するため、市内全小・中学生に係る学校給食費の無

令和４年度より医療保険の適用となる体外受精や顕微授精などの特定不妊治療につい

　て、保険適用後の自己負担額を全額助成する。

　保健指導(減塩指導を含む）を行う。

　及び側溝の整備に係る費用に対し一部を助成する。

　　① 市街化区域　46千円/ｍ、市街化調整区域　23千円/ｍ

　　① 安全輸送設備等整備補助金　9,401千円

　　② 弘南鉄道活性化支援協議会負担金　2,521千円

市街化区域内及び市街化調整区域内で民間宅地開発を行う事業者に対して、道路

弘南鉄道弘南線の維持活性化のため、沿線市町村が協調し、輸送設備改修費用に

　　① 国の徴収基準を緩和した市独自の保育料設定により保護者負担を軽減　83,799千円

　　② 国の幼児教育・保育無償化の対象とならない副食費や、就学前障害児の児童発達支

　　　援利用時に係る給食費　24,002千円

　対する助成や、利用促進事業を実施する。

　ウン事業」に応募し、高血圧に関する知識の啓発、血圧測定、健診受診勧奨を行う。

　　また、３歳児健診、特定健診等において、尿中塩分濃度を検査し、これらの結果をもとに

生活習慣病の重症化を防ぐため、日本高血圧学会「高血圧ゼロのまちを目指すモデルタ

　償化を引き続き実施する。

基本目標３. 住み続けたいまちづくり
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（1）新本庁舎建設事業　2,173,090千円　（R2～R5 継続費総額 5,825,491千円）

（2）道の駅いかりがせき大規模改修事業　597,563千円　（R3～R4 継続費総額 995,837千円）

（3）健康センター大規模改修事業　158,810千円　（R4～5 継続費総額 802,962千円）

（4）金田小学校改築事業　80,085千円

（5）ひらかわドリームアリーナ駐車場整備事業　173,073千円

　① 土地購入、駐車場舗装など

（6）防災拠点施設整備事業　　

　① 苗生松多目的集会施設改修工事　19,817千円  

　② 平成町コミュニティセンター改修設計　 3,814千円 

　③ 井戸沢集会所改修設計　 2,658千円 

（7）消防施設等整備事業　105,696千円

　　② 水利更新（本庁舎・原田防火水槽、蒲田消火栓）など　48,026千円

（令和４年度予算と一体となって実施するもの）

（1）平賀東中学校大規模改修事業　　273,296千円　（R3～R5 継続費総額 371,370千円）

　① 国庫補助対象

（2）新型コロナウイルスワクチン接種に係る経費　127,392千円

（3）ひらかわ得トク商品券発行事業　75,592千円

　　③ 消防団車両更新（広船）　25,705千円

　　① 文化観光館の改修、道路情報館の新設　など

　　① 内装・外装の改修、設備機器・配管類の更新　など

　　① 校舎改築・体育館改修の実施設計、測量、プール解体工事　など

　　① 屯所等改修（尾上、李平）など　31,965千円

　　① 新庁舎建設工事　1,672,768千円

　　② 現庁舎解体工事　140,800千円　ほか

　　③ コールセンター設置運営委託　など

　　市内飲食店、小売業を応援するため、地域内での消費を喚起する商品券を発行する。

　　① 1冊あたり額面6千円分を5千円で販売、市民一人2冊まで

　　① ワクチン接種委託料

　　② クーポン送付など事務費

主な普通建設事業

令和３年度補正予算
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１．特別会計
令和４年度 令和３年度 増減額

区　　　分 予　算　額 予　算　額 (A)-(B)

（A） （B） (C)

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,664,000 3,652,000 12,000 0.3

介 護 保 険 特 別 会 計 4,087,000 3,983,000 104,000 2.6

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 362,000 340,000 22,000 6.5

診 療 所 特 別 会 計 210,000 227,000 △ 17,000 △ 7.5

学 校 給 食 セ ン タ ー 特 別 会 計 338,000 355,000 △ 17,000 △ 4.8

尾上地区住宅団地温泉事業特別会計 11,100 11,100 0 0.0

簡 易 水 道 特 別 会 計 ― 9,200

合　　計 8,672,100 8,577,300 104,000 1.2

２．企業会計

（１）水道事業会計

収益的収入及び支出

区　分 令和４年度 令和３年度 増減額 増減率

収　　入（事業収益） 609,133 590,081 19,052 3.2

支　　出（事業費用） 438,296 422,151 16,145 3.8

資本的収入及び支出

区　分 令和４年度 令和３年度 増減額 増減率

収　　入（資本的収入） 24,447 32,946 △ 8,499 △ 25.8

支　　出（資本的支出） 129,064 157,908 △ 28,844 △ 18.3

（２）下水道事業会計

収益的収入及び支出

区　分 令和４年度 令和３年度 増減額 増減率

収　　入（事業収益） 936,203 785,484 150,719 19.2

支　　出（事業費用） 993,517 992,618 899 0.1

資本的収入及び支出

区　分 令和４年度 令和３年度 増減額 増減率

収　　入（資本的収入） 496,150 616,642 △ 120,492 △ 19.5

支　　出（資本的支出） 764,248 720,497 43,751 6.1

（単位：千円、％）

増減率
(C)/(B)

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

特別会計・企業会計当初予算（案）の概要
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